
EightLab 課題解決ToC ロジックモデル

学びと実践を通じて高い技能要求を満たしたケアプロバイダーが就業者の不調を取り除くことへ貢献し、
その結果として社会全体の生産性が向上することで、社会が働く人の健康改善を継続することの価値
を実感し、実際に本人とその周囲が取り組むことが当たり前になっている。

仕事の中で蓄積された心身の不調が慢性的な疾患につながり、不調がもたらす生産性の低下や医療費
の増大を誘発している一方で、本来は解決の担い手となりうるポテンシャルあるセラピストが技能を習得で
きずケアプロバイダーとしてその課題解決の役割を担えていない。

インプット アウトプット アウトカム

Carefor Business
（CfB）の提供

Theory of Problem Theory of Change

短期（1-3年） 中期（3-5年） 長期（5-7年）

・導入事業所数

CfBの導入企業（事
業所）が増える

従業員がCfBを継続的
に利用する

Carefor Members
（CfM）の提供

企業の労働生産性が
改善する

・利用者数
・利用回数

・ヒューマンエラー数
・残業経費

企業に対する社会の評
判が向上する

・離職率
・採用紹介数

セルフケアが実践され、
健康習慣が定着化する

企業が従業員の健康
管理に対して投資する
のが当たり前になる

職場/家庭で
働く人に笑顔が増える

就業疲労/不調の改善
効果を実感する

職場/職場以外でも
施術を受けることが
日常化する

・サービス併用率
・継続利用率

店舗での施術を受ける
利用者が増える

・利用者数
・店舗数
・カバーエリア就業者人口

ケアプロバイダーコミュニ
ティを通じたセラピスト
プール

予約システム
＆電子カルテ
（CRM情報基盤）

店舗運営ノウハウ

ケアプロバイダーに対す
る教育プログラム（施
術品質向上の仕組
み）と評価制度

ケアプロバイダーの職域
の拡大機会が提供され
ている

ケアプロバイダーが、キャ
リアを諦めずに誇りを
持って働けている

ケアプロバイダーが健康
の伴走者として社会的
に地位が向上

施術実績データが健康
管理に活用されている

ケアプロバイダーの施術
技術が正当に評価され
ている

未病の検知として社会
的に重要な機能として
位置付けられる

・ケアプロバイダー離職率
・ケアプロバイダー満足度

毎日の生活が活発にな
り、高いパフォーマンスを
発揮して仕事に取り組
んでいる

・行動変容率
・健康習慣定着率
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